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論文内容の要旨
原子炉材料として用いられる黒鉛の照射損傷の機構を明らかにするために低温で照射した黒鉛の凶
復を電気的測定により調べた。
第 A に約 5K で中性子照射したものについて回復過程を電気抵抗測定により調べた。縦来は個々の
狭い温度範囲で、の回復過程を調べた測定例はあるが，低温での照射後高温までの一貫した測定例はな
かった。 本研究では液体ヘリウム温度での照射後， 13000C の高温に至るまでの回復を等時焼鈍によ
り調べた。この実験より現在まで知られていた回復ステージの他に新しい回復ステージを見出し，又
個々の回復ステージでの回復の位置(回復ピークの温度)と個々の回復ステージでの回復の割合を照
射量の関数として定量的にとらえることができた。
一方，電気抵抗変化には各々のJ旦体の密度の変化と共に易動度の変化が寄与するが，本研究では，
ホール効果，磁気抵抗効果を測定し，担体の密度，及び易動度を分離した。測定は液体チッ素温度で
の電子照射の前後及び焼鈍による回復後，それぞれ，温度の関数として行なった。照射前と照射後の
比較より，ほぽ照射によって導入されるフレンケル欠陥 1 個当り l 個づつのエレクトロンとホールの
数が増加することが明らかになった。又，各々の担体の密度の温度依存|生より充満帯と伝導帯の各々
のバンドの端に局在状態の出来ることが明らかになった。
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論文の審査結果の要旨
本論文は原子炉および核融合炉で使用される際に黒鉛が受ける照射効果を，その電気的性質の測定
から基本的に研究したもので，第一部においては 5K で原子炉内速中性子照射した人工黒鉛(パイ
ロリティック・グラファイト)の異方的な電気抵抗の変化と， 1300K までの焼鈍によるその回復過程
を初めて連続的に詳細に調べたもので 照射によって生じた原子空孔と格子間原子(フレンケル欠陥)
の分布，相互作用，集合体，消滅過程について，一貫した観測と解釈を可能とした，また第二部では
80K で高速電子照射を行い ホール効果と俄気低抗効果の測定から，伝導度テンソルを求め，電子と
空孔の密度と易動度がどのように変化するかを初めて定量的に明らかにし，フレンケル欠陥と但体と
の関係を与えた。いずれも基礎的および実用的に重要な問題を解明したもので，学位論文に十分価い
する。
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